
一
息
大
吉
祥 

～
行
事
と
行
持
～ 

加
茂
法
話
会 

七
月
十
八
日 

一
、
六
月
二
十
四
日 

隆
国
二
十
五
世
大
穣
仙
學
大
和
尚 

八
十
九
歳
に
て
御
遷
化 

 
 

二
八
日
弔
問
に 

 
 

遺
偈 

八
十
九
歳 

已
一
息
中 

清
風
匝
地 

翻
身
還
空 

 
 

お
好
き
な
お
言
葉
「
一
息
大
吉
祥
」
。
何
が
起
き
て
も
、
大
田
大
丈
夫
。 

 

二
、
行
事
と
行
持
の
違
い 

 

行
事
‥
儀
式
化
し
て
、
ま
た
は
一
定
の
計
画
の
も
と
に
、
日
を
決
め
て
行
う
事
柄
・
催
し
。
イ
ベ
ン
ト
。 

 

行
持
‥
仏
道
を
常
に
怠
ら
ず
修
行
す
る
こ
と
。
行
い
持

た
も
つ

こ
と
。 

 

三
、 

佛
祖
の
大
道
、
か
な
ら
す
無
上
の
行
持
あ
り
、
道
環
し
て
斷
絶(

だ
ん
ぜ
つ)

せ
す
、
發
心
修
行
、 

 
 

菩
提
涅
槃
、
し
ば
ら
く
の
間
隙(

か
ん
げ
き)

あ
ら
す
、
行
持
道
環
な
り
。 

 
 

 

こ
の
ゆ
ゑ
に
、
み
つ
か
ら
の
強(

ご
う)

為(

い)

に
あ
ら
す
、
佗(

た)

の
強
為
に
あ
ら
す
、
不
曾
染
汚 

 
 

(

ふ
ぞ
う
ぜ
ん
な)

の
行
持
な
り
。 

 

四
、
百
丈
懐
海(

七
四
九
～
八
一
四)

の
行
持 

  

■
か
た
じ
け
な
く
一
日
不
作
一
日
不
食
『
一
日
作(

な)

さ
ざ
れ
ば
一
日
食(

じ
き)
さ
ず
』
の
あ
と
を
の 

こ
す
と
い
ふ
は
、
百
丈
禪
師
、
す
で
に
年
老
臘(

ろ
う)

高(

こ
う)

な
り
、
な
ほ
普
請
作
務
の
と
こ
ろ
に
、
壮

齢
と
お
な
じ
く
勵
力(

れ
い
り
き)

す
。
衆
こ
れ
を
い
た
む
、
人
こ
れ
を
あ
は
れ
む
。
師
や
ま
ざ
る
な
り
。

つ
ひ
に
作
務
の
と
き
、
作
務
の
具
を
か
く
し
て
、
師
に
あ
た
へ
ざ
り
し
か
ば
、
師
そ
の
日
一
日
不
食
な
り
、

衆
の
作
務
に
く
は
は
ら
ざ
る
こ
と
を
う
ら
む
る
意
旨
な
り
。
こ
れ
を
百
丈
の
一
日
不
作
、
一
日
不
食
の
あ

と
と
い
ふ
。 

  

「
一
日
不
作 

一
日
不
食
〈
一
日
作(

な)

さ
ざ
れ
ば 

一
日
食(

じ
き)

さ
ず
〉」 

 

「
働
か
ざ
る
者
、
食
う
べ
か
ら
ず
」
と
の
違
い 

 

五
、
作
務
と
い
う
の
は
単
な
る
労
働
や
奉
仕
で
は
な
い
。 

 
 

人
か
ら
、
強
制
さ
れ
て
、
行
う
も
の
で
は
な
い
。 

 
 

毎
日
の
暮
ら
し
そ
の
も
の
。
人
間
が
人
間
と
し
て
と
し
て
生
き
て
い
る
証
し
が
作
務
。 

 
 

一
息
一
息
大
切
に
生
き
て
い
く
事 

→ 

一
息
大
吉
祥 

 

東
龍
寺
住
職 

渡
邊
宣
昭 

合
掌 


